
城
下
町
小
売
商
業
の
盛
衰
l
水
戸
・
川
越
の
場
合

ー
と
く
に
郷
分
地
商
業
と
関
連
し
て

l
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て
問
題
の
発
掘
と
課
題
の
連
続
性

歴
史
地
理
学
や
社
会
経
済
史
に
お
い
て
近
世
商
業
の
研
究
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
。
従
来
の
商
業
史
や
商
人
経
営
史
に
加
え
て
、
商

品
流
通
機
構
と
そ
の
空
間
的
組
織
に
つ
い
て
も
し
だ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
城
下
町
・
港
町
・
市
場
町
・
在
郷
町
な
ど
の
個
々
の

研
究
か
ら
、
こ
れ
ら
を
統
一
的
な
流
通
機
構
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
領
国
(
大
藩
領
の
地
域
)
経
済
圏
や
非
領

国
(
多
く
の
小
藩
領
や
天
領
な
ど
の
錯
掠
し
た
地
域
)
経
済
圏
な
ど
の
区
別
も
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
近
世
の
行
政
的
境
界
と
経
済
的
流

通
と
の
関
係
と
い
う
古
く
か
ら
の
歴
史
地
理
学
の
問
題
を
復
活
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
圏
と
い
う
用
語
は
生
産
・
分
配
・
消
費

な
ど
の
空
聞
を
意
味
し
、
あ
ま
り
に
も
多
義
・
多
様
の
内
容
を
ふ
く
む
か
ら
、
む
し
ろ
経
諦
圏
と
い
う
よ
り
流
通
圏
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
藩
領
流
通
圏
と
は
城
下
町
を
中
心
と
し
て
市
場
町
・
在
郷
町
や
港
町
か
ら
な
る
流
通
機
構
に
よ
っ
て
商
品
が
流
通
す
る
近
世
の
行
政
的

範
囲
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
を
次
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
城
下
町
商
業
は
藩
領
の
中
心
市
場
の
機
能
を
持
ち
、
藩
領
各
地
に
お
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け
る
市
場
町
・
在
郷
町
を
末
端
機
関
と
し
た
。
藩
領
内
で
必
要
と
す
る
商
品
は
、

ま
ず
城
下
町
の
特
権
商
人
の
問
屋
商
が
仕
入
れ
、
こ
れ

を
城
下
町
の
小
売
業
に
卸
し
、
ま
た
各
地
の
市
場
町
・
在
郷
町
の
問
屋
商
や
小
売
商
に
卸
し
た
。
ま
た
藩
領
内
の
特
産
物
を
城
下
町
の
特

権
商
人
が
市
場
町
・
在
郷
町
を
経
て
城
下
町
に
集
荷
し
て
領
外
に
出
荷
し
た
り
、
他
藩
領
か
ら
来
た
仲
継
商
人
に
売
り
わ
た
し
た
。
こ
の

場
合
に
は
港
町
や
物
資
輸
送
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
領
内
河
川
の
河
岸
が
商
品
の
出
入
り
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。

城
下
町
商
業
を
中
心
と
す
る
流
通
機
構
と
流
通
圏
は
元
職
期
ま
で
に
完
成
し
、
城
下
町
商
業
は
こ
の
時
期
に
も
っ
と
も
繁
栄
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
は
こ
の
流
通
機
構
が
崩
壊
し
て
城
下
町
商
業
は
衰
退
し
た
。
繁
栄
の
中
に
衰
退
の
原
因
が
芽
生
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
城

下
町
商
業
の
衰
退
と
い
う
よ
り
は
、
藩
領
の
村
落
に
農
間
商
の
発
生
、
定
期
市
が
消
滅
し
て
在
郷
町
が
発
達
す
る
な
ど
に
よ
る
新
し
い
商

業
機
構
の
立
地
や
流
通
機
構
の
再
編
成
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
再
編
成
に
お
い
て
城
下
町
商
業
が
変
容
を
強
制
さ
れ
、
そ
れ
に

過
応
す
る
こ
と
が
不
充
分
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
や
社
会
経
済
史
の
研
究
は
、
卸
売
商
業
に
比
重
を
強
く
か
け
て
い
る
が
、
小
売
商
業
の
研
究
は

す
く
な
い
。
近
世
商
業
資
料
は
、

一
般
的
に
は
多
く
な
く
、
そ
の
研
究
を
困
難
に
し
て
い
る
。
し
か
し
豪
商
・
問
屋
業
の
商
業
資
料
は
残

存
し
て
い
る
が
、
小
売
商
業
の
資
料
は
ま
こ
と
に
す
く
な
い
。
た
だ
定
期
市
商
業
の
研
究
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
な
お
定
期
市
商
業
の
中
に
未
解
決
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
従
来
の
城
下
町
商
業
の
研
究
と
い
え
ば
、
卸

売
商
業
が
中
心
で
あ
っ
て
、
小
売
商
業
が
そ
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
、
発
掘
し
て
小
売
商
業
を
研
究
の
前
面
に
お
し
だ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
近
世
商
業
の
研
究
は
卸
売
・
問
屋
商
業
に
か
た
よ
っ
て
い
る
が
、
現
代
の
都
市
の
商
業
研
究
は
卸
売
商
業
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
多
く
な
く
、
圧
倒
的
に
小
売
商
業
に
偏
重
し
て
い
る
。
商
居
街
・
商
圏
・
消
費
者
行
動
・
中
心
地
な
ど
の
研
究
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
歴
史
地
理
学
の
商
業
研
究
と
現
在
地
理
学
の
商
業
研
究
に
は
課
題
の
連
続
性
が
欠
け
て
い
る
。
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
は
一
層
の
小



売
商
業
の
研
究
を
発
達
さ
せ
、
現
在
地
理
学
の
小
売
商
業
の
研
究
に
連
続
さ
せ
、
現
在
地
理
学
に
お
い
て
は
さ
ら
に
卸
売
商
業
の
研
究
を

さ
か
ん
に
行
っ
て
、
歴
史
地
理
学
の
商
業
研
究
と
連
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
後
の
努
力
す
べ
き
方
向
で
あ
ろ
う
。

こ
の
小
論
に
お
い
て
、
城
下
町
商
業
の
う
ち
|
|
卸
売
商
業
と
小
売
商
業
と
は
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
|
|
小
売
商
業

に
重
点
を
お
い
て
北
関
東
の
水
戸
城
下
町
と
南
関
東
の
川
越
城
下
町
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
の
城
下
町
商
業
は
卸
売
商
業
も
小
売
商
業

も
そ
の
盛
衰
の
動
向
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
主
因
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
共
通
な
も
の
も
あ
る
。
卸
売
商
業
は

城
下
町
中
心
の
流
通
機
構
の
完
成
が
そ
の
発
達
の
主
因
で
あ
り
、
小
売
商
業
の
発
達
は
商
圏
内
の
購
買
力
の
上
昇
が
主
因
で
あ
り
、
こ
れ
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に
対
応
し
て
城
下
町
商
屈
街
に
接
続
す
る
郷
分
地
商
居
街
が
城
下
町
の
外
に
形
成
さ
れ
た
。
城
下
町
卸
売
業
の
衰
退
は
拡
大
す
る
江
戸
流

通
圏
の
中
に
水
戸
や
川
越
な
ど
の
卸
売
圏
が
く
り
こ
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
卸
売
商
圏
が
奪
い
と
ら
れ
た
こ
と
が
主
因
で
あ
っ
た
。
城
下
町
小

売
業
の
衰
退
は
な
に
よ
り
も
郷
分
地
商
業
が
発
達
し
て
城
下
町
小
売
商
業
の
勢
力
を
奪
っ
た
こ
と
が
主
因
と
な
っ
て
い
る
。
城
下
町
小
売

商
業
の
盛
衰
に
は
と
く
に
郷
分
地
商
業
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
城
下
町
に
お
り
る
商
庖
街
(
町
家
)
の
配
置
形
態

城
下
町
の
地
区
構
成
に
つ
い
て
は
、
水
戸
・
川
越
は
す
で
に
城
下
町
絵
図
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
城
下
町
は
近
世
前

期
に
完
成
し
、
城
郭
・
武
家
屋
敷
・
町
家
・
社
寺
の
配
置
が
安
定
し
て
近
世
末
ま
で
基
本
的
に
は
変
ら
な
い
。
水
戸
城
下
町
の
地
区
構
成

は
寛
文
期
(
一
六
六
一
5
1
1
七
二
年
)
、
川
越
城
下
町
の
地
区
構
成
は
慶
安
期

(
一
六
四
八
|
五
二
年
)
に
で
き
た
。

町
家
が
城
下
町
の
中
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に
い
か
に
配
置
さ
れ
た
か
は
、
消
費
者
行
動
か
ら
み
て
、
そ
の
営
業
の
盛
衰
に
関
係
が
あ
る
。
城
下
町
の
地
区
構
成
は
軍
事
的
目
的
が
優

先
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
‘
町
家
の
配
置
は
そ
の
繁
栄
と
城
下
町
と
そ
の
商
圏
内
の
消
費
者
に
生
活
物
資
を
供
給
す
る
利
便
を
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考
え
、
さ
ら
に
城
下
町
建
設
時
期
に
お
け
る
そ
の
購
買
力
に
対
応
し
た
商
居
街
規
模
を
考
慮
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
封
建
都
市
の
中
で

は
城
下
町
は
計
画
的
都
市
で
あ
る
か
ら
、
自
然
発
生
的
で
あ
っ
た
市
場
町
・
在
郷
町
・
門
前
町
・
港
町
と
は
異
な
り
、

か
か
る
計
画
性
が

状
で
あ
る
。

貫
か
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
城
下
町
の
流
通
中
心
地
と
し
て
の
建
設
当
時
の
計
画
性
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

水
戸
城
下
町
絵
図
は
水
戸
市
史
に
多
数
復
原
さ
れ
て
、
寛
文
・
元
職
・
天
保
・
安
政
な
ど
の
城
下
町
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
安
政
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安
永
七
年
六
月

地
図
に
よ
れ
ば
、
台
地
末
端
に
城
郭
が
あ

り
、
武
家
屋
敷
は
城
郭
を
め
ぐ
っ
て
東
の

松平大手口守時代の川越城下の図

台
地
上
と
西
の
低
地
上
に
配
置
さ
れ
、
町

家
は
そ
の
外
側
に
配
置
さ
れ
る
が
、
北
の

那
珂
川
と
南
の
千
波
湖
の
た
め
に
二
分
さ

れ
た
。
東
の
町
家
は
上
町
と
い
い
、
西
の

町
家
は
下
町
と
い
う
。
上
町
は
内
陸
の
台

地
に
通
ず
る
こ
本
の
主
要
街
道
に
沿
っ
て

二
筋
の
町
並
を
な
し
た
。
下
町
は
陸
前
浜

第 2図

街
道
の
沿
線
で
あ
り
、
那
珂
川
に
河
岸
を

持
っ
て
い
た
。
上
町
も
下
町
も
双
子
商
庖

街
と
も
い
う
べ
き
同
じ
流
通
機
能
を
持
つ
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て
い
た
こ
と
、
城
下
町
や
周
辺
村
落
の
消
費
者
は
商
庖
街
支
持
人
口
と
し
て
二
分
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
城
下
町
商
居
街
と
し
て
は
一

つ
に
ま
と
ま
っ
た
商
業
勢
力
に
は
な
り
え
な
い
不
利
な
配
置
で
あ
っ
た
。
町
家
の
総
戸
数
は
「
水
戸
上
下
御
町
丁
数
調
書
」

(
文
政
期
・

水
戸
史
中
巻
・
一
)
に
よ
れ
ば
、
上
町
九

O
O戸
・
下
町
九
三
三
戸
・
計
一
八
三
三
戸
で
あ
っ
て
、
そ
の
規
模
も
双
子
的
町
並
で
あ
っ

た。
川
越
城
下
町
絵
図
は
元
禄
・
享
保
・
安
永
・
文
政
期
の
も
の
が
残
存
し
て
い
る
。
城
郭
は
東
北
隅
に
あ
り
、
そ
の
東
部
は
湿
田
地
帯
で

あ
る
が
、
武
家
屋
敷
は
城
郭
の
北
部
と
南
部
を
し
め
、
町
家
は
城
郭
の
西
部
に
一
団
地
と
し
て
配
置
さ
れ
、
上
五
ケ
町
・
下
五
ケ
町
の
十

ケ
町
に
分
け
ら
れ
た
。
町
家
の
西
に
つ
づ
い
て
四
門
前
町
が
お
か
れ
た
。
こ
の
武
家
屋
敷
と
十
ケ
町
・
四
門
前
町
の
地
区
は
城
下
町
で
あ

り
、
慶
安
期
の
町
割
で
あ
っ
た
。
武
家
屋
敷
が
後
年
に
拡
大
さ
れ
た
時
は
南
方
の
村
落
に
建
設
さ
れ
た
。
川
越
城
下
町
の
町
家
は
慶
応
三

年
に
十
ケ
町
の
戸
数
八
四
一
戸
、
人
口
四
四
八
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
水
戸
城
下
町
の
町
家
の
ほ
ぼ
二
分
の
一
の
規
模
で
あ
っ

た
。
し
か
し
川
越
城
下
町
の
町
家
は
一
団
地
を
な
し
、
こ
こ
か
ら
藩
領
の
各
方
面
を
結
合
す
る
数
本
の
主
要
道
路
が
走
り
、
ま
た
江
戸
と

連
絡
す
る
新
河
岸
川
に
は
五
河
岸
が
発
達
し
て
い
た
。

、
城
下
町
小
売
商
業
の
発
達

城
下
町
小
売
商
業
は
定
期
市
と
常
設
小
売
居
舗
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
城
下
町
の
定
期
市
は
城
下
町
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
市
場
町
の

定
期
市
と
は
そ
の
歴
史
的
過
程
は
異
な
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
市
場
町
の
定
期
市
は
、
近
世
前
半
に
農
民
余
剰
の
販
売
と
城
下
町
問

屋
商
業
の
末
端
と
し
て
農
民
の
生
活
必
要
品
の
購
入
や
特
産
物
の
集
荷
な
ど
を
主
な
流
通
機
能
と
し
た
が
、
近
世
後
半
に
は
在
郷
町
の
居

鋪
商
業
や
村
落
の
農
間
商
の
発
生
に
よ
っ
て
定
期
市
の
性
格
が
変
り
、
問
屋
商
業
の
特
産
物
の
集
荷
機
関
と
し
て
特
殊
市
に
な
る
か
、
あ
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る
い
は
消
滅
し
て
い
く
過
程
を
た
ど
っ
て
い
っ
た

T
Y
こ
れ
に
対
し

て
城
下
町
の
定
期
市
は
城
下
町
の
小
売
り
庖
舗
商
業
を
補
う
た
め
の
も

三芳野名勝図会による

の
で
あ
っ
た
。
城
下
町
建
設
当
時
か
ら
城
下
町
や
そ
の
商
圏
内
に
お
け

る
消
費
者
に
対
し
て
、
小
売
り
居
舗
商
業
が
そ
の
数
に
お
い
て
も
業
種

に
お
い
て
も
、
生
活
物
資
の
供
給
力
が
不
充
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
城
下

町
に
定
期
市
を
開
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
小
売
り
居
舗

が
増
加
し
て
業
種
が
充
実
す
る
に
し
た
が
っ
て
定
期
市
は
消
滅
す
る
こ

JII越城下町の松江市(年市)

と
が
運
命
で
あ
っ
た
。
そ
の
消
滅
過
程
は
定
期
市
か
ら
年
数
回
の
正
月

市
・
盆
市
・
年
末
市
に
変
っ
た
。
第
三
図
は
享
和
元
年
(
一
入

O
一
)

の
著
で
あ
る
三
芳
野
名
勝
図
会
の
挿
絵
に
、
川
越
城
下
町
の
上
松
江
市

と
い
わ
れ
る
十
二
月
二
十
四
日
の
歳
の
市
で
あ
る
。
二
階
建
て
の
小
売

り
庖
舗
が
並
ぶ
街
路
に
多
数
の
市
商
人
が
連
尺
を
は
り
、
消
費
者
が
群

が
っ
て
い
る
光
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

第 3図

水
戸
城
下
町
に
は
佐
竹
氏
時
代
か
ら
上
町
に

2
7
八
の
六
斎
市
が
あ

り
、
寛
永
期
に
下
町
が
建
設
さ
れ
た
時
に
、
こ
の
六
斎
市
は
下
町
に
移

動
し
、
延
宝
年
聞
に
上
町
に
三
斎
市
が
新
設
さ
れ
、
元
帳
年
聞
に
六
・

十
の
六
斎
市
に
拡
張
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
六
斎
市
は
金
物
・
紙
・
染
物
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小
間
物
・
布
類
な
ど
の
五
市
に
限
り
、
そ
の
他
の
商
品
は
市
は
ず
れ
で
売
買
し
た
。
水
戸
城
下
町
の
六
斎
市
は
近
世
中
期
に
は
衰
微
し
は

「
文
化
元
年
(
一
八

O
四
)
の
藩
令
を
も
っ
て
七
軒
町
(
下
町
)
六
斎
市
は
事
実
上
崩
壊
し
た
?
と
し
、

徴
し
た
と
思
わ
れ
る
。
川
越
城
下
町
の
定
期
市
は
、
三
芳
野
名
勝
図
会
に
よ
れ
ど
、
正
保
・
慶
安
(
一
六
四
四
l
五
一
一
)
年
聞
に
二
・
六

・
九
の
九
斎
市
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
定
期
市
の
振
興
願
が
町
民
か
ら
藩
に
享
保
十
六
年
(
一
七
三
二
、

じ
め
、

上
町
の
六
斎
市
も
衰

宝
暦
五
年

七
五
五
)
、
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
に
く
り
か
え
し
て
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
期
聞
が
川
越
城
下
町
の
衰
微
・
消
滅
の
過
程
で
あ
る
。
定

期
市
の
衰
微
の
主
因
は
せ
り
売
商
人
や
小
前
商
人
が
市
日
で
な
い
の
に
至
る
所
に
庖
を
聞
く
か
ら
で
あ
る
と
、
水
戸
で
も
川
越
で
も
町
年

寄
が
願
書
の
中
に
非
難
し
て
い
る
。

小
売
商
業
の
居
舗
が
充
実
す
る
に
し
た
が
っ
て
定
期
市
は
衰
え
は
じ
め
た
。
小
売
居
舗
は
水
戸
城
下
町
で
は
、
明
暦
か
ら
延
宝
(
一
五

五
ー
八

O
)
年
聞
に
か
け
て
下
町
の
商
業
組
織
は
整
備
さ
れ
た
が
、
上
町
も
同
じ
時
期
に
整
備
さ
れ
た
ろ
う
。
そ
し
た
元
雄
三
年
(
一
六

九
。
)
に
上
町
・
下
町
に
新
し
い
町
割
が
行
わ
れ
た
の
は
小
売
居
舗
の
増
加
・
充
実
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
川
越
城
下
町
で
も
慶

安
年
間
(
一
六
四
八
|
五
一
一
)
に
藩
が
町
割
を
行
い
、
十
ケ
町
・
四
門
前
町
を
整
備
し
、
城
下
町
の
外
に
接
続
す
る
商
庖
街
を
郷
分
地
と

し
て
区
別
し
た
。
こ
れ
は
川
越
城
下
町
の
小
売
庖
舗
の
増
加
を
裏
づ
け
る
資
料
で
あ
る
。

城
下
町
の
小
売
商
業
の
整
備
と
は
同
一
商
品
を
取
引
す
る
同
業
者
集
団
の
商
庖
街
づ
く
り
と
そ
の
専
売
地
域
を
特
権
と
し
て
与
え
た
保

護
政
策
の
施
行
で
あ
る
。
水
戸
城
下
町
で
は
、
下
町
に
お
い
て
七
軒
町
は
太
物
・
古
着
商
売
、
本
二
・
三
・
四
丁
目
は
諸
品
問
屋
、
紙
町

は
八
百
屋
商
売
、
本
六
・
七
丁
目
は
穀
類
商
売
、
肴
町
は
魚
問
屋
、
塩
町
は
塩
商
売
、
煙
草
町
は
煙
商
売
、
材
木
町
は
木
材
商
売
で
あ

り
、
職
人
町
と
し
て
紺
屋
町
・
槍
物
町
・
鍛
治
町
な
ど
が
あ
っ
た
。
上
町
に
お
い
て
も
、
穀
町
・
木
町
・
肴
町
・
塩
町
な
ど
や
諸
品
問
屋

が
多
い
泉
町
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
同
業
者
集
団
に
は
特
権
的
な
専
売
地
域
を
与
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
下
町
の
七
軒
町
は
城
下



町
周
辺
の
十
六
ケ
村
に
太
物
・
古
着
の
専
売
特
権
を
持
っ
た
。
本
一
丁
目
は
木
薬
・
塗
物
・
瀬
戸
物
に
つ
い
て
城
下
町
周
辺
の
十
ケ
村
を

専
売
地
域
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。
川
越
城
下
町
で
も
十
ケ
村
の
う
ち
上
五
ケ
町
は
同
種
の
商
業
者
集
団
で
あ
り
、
南
町
は
太
物
・
古
着
・

小
間
物
商
売
で
あ
り
、
高
沢
町
は
穀
物
商
、
喜
多
町
は
雑
貨
商
が
多
か
っ
た
。
下
五
ケ
町
は
鍛
治
町
、
鴫
町
(
大
工
)
・
多
賀
町
(
桶
屋
)

な
ど
は
職
人
町
で
あ
っ
た
。

し
か
し
川
越
城
下
町
の
同
業
者
集
団
は
そ
の
商
品
の
専
売
地
域
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
特
権
を
持
っ
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

城
下
町
小
売
商
業
の
充
実
と
は
小
売
庖
舗
数
の
増
加
ま
業
種
の
多
様
化
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
同
業
者
集
団
に
与
え
ら
れ
た
特
定
商

城下町小売商業の盛衰一水戸・ 111越の場合

品
の
専
売
権
と
専
売
地
域
の
解
消
で
あ
り
、
町
内
が
同
業
者
集
団
の
集
合
で
あ
る
町
家
体
制
の
崩
壊
で
あ
る
。
専
売
権
の
解
消
運
動
は
元

職
年
聞
に
上
下
両
町
の
町
年
寄
か
ら
藩
に
何
回
も
訴
状
が
提
出
さ
れ
て
な
が
い
紛
争
が
つ
づ
き
、
寛
政
六
年
に
こ
の
特
権
は
消
滅
し
た
。

こ
の
間
に
は
七
軒
町
以
外
の
町
並
に
も
太
物
・
古
差
の
商
屈
が
増
加
し
て
い
た
。
城
下
町
の
町
家
の
戸
数
は
庄
舗
数
で
は
な
く
、

一
一
戸
に

二
ま
た
は
三
の
居
借
り
の
小
商
人
も
あ
っ
た
り
、
屋
敷
持
ち
の
商
人
も
あ
っ
た
の
で
、
落
の
調
査
に
よ
る
町
家
戸
数
と
庖
舗
数
と
は
一
致

し
な
い
。
庖
借
り
商
人
数
が
元
椋
期
ま
で
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
、
水
戸
・
川
越
の
城
下
町
に
共
通
し
て
い
る
。
屋
敷
持
ち
商
人
は
古
物

太
物
・
荒
物
屋
・
油
屋
・
佐
立
屋
・
紺
屋
な
ど
の
職
人
の
製
造
販
売
が
多
い
。
庄
借
り
商
人
の
多
く
は
小
間
物
・
太
物
・
荒
物
屋
・
酒
屋

-
佐
立
屋
・
紺
屋
な
ど
で
職
人
の
製
造
・
販
売
が
多
い
。
屋
敷
持
ち
商
人
は
奉
公
人
を
含
む
の
で
大
人
数
と
な
る
が
、
庖
借
り
商
人
の
多

く
は
家
族
労
働
力
を
も
っ
て
営
業
す
る
の
で
小
人
数
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
な
小
売
商
人
が
同
業
者
集
団
の
町
並
に
庖
借
り
と
し

て
さ
ま
ま
ざ
な
営
業
を
混
入
さ
せ
た
。
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目
、
城
下
町
の
小
売
り
商
圏

近
世
城
下
町
の
小
売
り
商
圏
を
い
か
に
し
て
発
見
で
き
る
か
。
近
世
に
は
現
在
の
都
市
商
業
の
統
計
に
類
似
す
る
も
の
も
な
く
、
当
時

の
消
費
者
行
動
を
直
接
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
献
資
料
に
よ
る
藩
の
商
業
政
策
の
城
下
町
商
人
の
残
し
た
資
料
を
主
と
し
、
さ

ら
に
こ
れ
を
補
う
た
め
に
城
下
町
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
都
市
の
分
布
や
当
時
の
買
物
交
通
の
距
離
な
ど
か
ら
の
推
定
が
加
わ
る
だ
ろ

ぅ
。
ま
た
藩
領
の
存
在
形
態
に
よ
っ
て
は
城
下
町
小
売
り
商
圏
の
発
見
に
容
易
な
場
合
も
あ
り
、
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
領
国
流
通
圏
と

い
わ
れ
る
大
藩
の
広
い
領
土
が
一
団
地
と
な
り
、
城
下
町
が
そ
の
中
に
位
置
し
て
い
る
よ
う
な
単
純
な
領
土
形
態
で
あ
る
な
ら
ば
、
小
売

り
商
圏
の
発
見
は
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
城
下
町
の
卸
売
り
商
圏
は
領
土
全
体
に
ひ
ろ
が
り
、
藩
境
に
至
れ
ば
さ
ま
ざ
ま

の
封
建
的
規
制
が
行
わ
れ
、
他
藩
領
と
境
す
る
卸
売
り
商
圏
を
つ
く
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
水
戸
城
下
町
の
卸
売
り
商
圏
は
近
世
前
半
に
は

水
戸
藩
三
十
五
万
石
の
領
土
全
体
に
わ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
水
戸
城
下
町
の
小
売
り
商
圏
は
城
下
町
と
そ
の
周
辺
の
村
落
に
限
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
周
辺
の
村
落
と
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

川
越
城
下
町
の
小
売
り
商
圏
の
発
見
は
容
易
で
は
な
い
。
川
越
藩
の
領
主
は
度
々
に
変
り
、
そ
の
た
び
に
穂
高
も
変
り
、
領
土
も
変
っ

た
。
川
越
藩
は
酒
井
氏
を
藩
主
と
し
た
天
正
|
寛
永
期
の
二
十
五
ヶ
年
聞
は
一
万
石
か
ら
始
ま
り
、
増
封
さ
れ
て
十
一
万
石
と
な
っ
た
。

松
平
氏
が
藩
主
と
な
っ
た
寛
永
l
元
雄
期
の
五
十
五
年
間
は
六
万
石
か
ら
始
ま
っ
て
七
万
五
千
石
と
増
加
し
た
。
柳
沢
氏
の
藩
主
時
代
は

元
職
l
宝
水
期
に
穂
高
は
七
万
三
千
石
か
ら
十
一
万
二
千
石
と
な
っ
た
。
秋
元
氏
の
藩
主
時
代
は
宝
永
|
文
化
期
の
六
十
三
年
間
に
五
万

石
か
ら
十
七
万
石
に
増
封
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
藩
主
の
交
替
に
よ
っ
て
城
下
町
の
消
費
者
で
あ
る
家
臣
団
の
人
口
数
も
増
減
し
、
こ
れ
に

対
応
し
て
小
売
り
商
も
増
減
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
川
越
藩
領
と
は
域
付
の
川
越
領
五
万
石
は
歴
代
の
藩
主
の
領
土
と
し
て
固
定
的



で
あ
り
、
そ
の
他
の
増
封
分
は
全
国
の
各
地
に
飛
地
と
し
て
散
在
し
た
。

し
か
し
川
越
領
五
万
石
の
周
囲
は
天
領
・
寺
社
領
や
他
藩
の
分

領
が
錯
雑
し
て
い
て
、

い
わ
ゆ
る
非
領
国
流
通
固
と
い
う
べ
き
状
態
で
あ
り
、
領
国
流
通
圏
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
世
の
藻

境
と
い
う
政
治
的
境
界
は
商
品
流
通
に
お
い
て
経
済
的
境
界
と
し
て
い
か
に
作
用
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
し
だ
い
に
解
明
さ
れ
て

h

F

E

R

-

守
道
、

、ac中
h

も刀

い
ま
だ
充
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

川
越
城
下
町
の
御
売
商
圏
は
近
世
前
期
に
川
越
領
五
万
石
の
み
な
ら
ず
、
城
下
町
か
ら
数
里
も
は
な
れ
た
各
地
の
定
期
市
に
ま
で
拡
が

城下町小売商業の盛衰一水戸・ JII越の場合

っ
て
い
た
。
延
宝
七
年
著
の
榎
本
弥
左
衛
門
覚
書
に
よ
れ
ば
、
榎
本
家
は
秩
父
大
宮
の
三
斉
市
の
塩
売
子
十
七
人
や
、
青
梅
の
六
斎
市
の

一
市
で
大
宮
で
は
塩
百
俵
を
、
青
梅
で
は
四
十
俵
か
ら
五
十
俵
を
、
十
二
月
に
は
百
俵
も
販
売
し
た
と

塩
売
子
二
十
二
人
に
塩
を
送
り
、

い
う
。
川
越
城
下
町
の
十
組
問
屋
は
江
戸
と
川
越
を
結
ぶ
新
河
岸
川
の
五
河
岸
か
ら
一
一
九
隻
の
船
を
使
用
す
る
船
問
屋
を
経
由
し
て
川

越
領
五
万
石
よ
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
中
継
商
業
を
営
み
、
広
大
な
卸
売
り
商
圏
を
開
拓
し
て
い
た
。
し
か
し
川
越
城
下
町
の
小
売
り

商
圏
は
川
越
濯
の
商
業
政
策
が
行
わ
れ
た
藩
領
を
こ
え
て
さ
ら
に
他
領
の
ど
こ
ま
で
及
ん
だ
の
か
、
こ
れ
を
実
証
す
る
資
料
は
な
い
。

城
下
町
の
小
売
り
商
圏
の
発
見
は
確
証
で
き
る
資
料
が
な
け
れ
ば
推
定
す
る
よ
り
方
法
は
な
い
。
そ
の
一
方
法
は
城
下
町
と
そ
の
周
辺

に
お
け
る
定
期
市
の
分
布
で
あ
る
。
定
期
市
の
分
布
に
つ
い
て
の
論
文
が
多
い
円
三
城
下
町
の
周
辺
に
は
定
期
市
が
な
い
地
域
が
広
く
あ

っ
て
、
そ
の
地
域
の
外
は
定
期
市
の
密
度
が
高
い
。
川
越
城
下
町
の
周
囲
数
里
四
方
に
は
定
期
市
が
な
く
、
川
越
領
五
万
石
の
中
に
は
も

ち
ろ
ん
定
期
市
は
な
い
。
も
っ
と
も
近
い
定
期
市
は
所
沢
の
三
・
八
の
市
で
川
越
か
ら
約
三
・
五
里
で
あ
り
、
川
越
領
の
外
で
あ
る
。
水

戸
城
下
町
の
周
囲
数
里
四
方
に
は
定
期
市
が
な
く
、
も
っ
と
も
近
い
定
期
市
は
五
里
は
な
れ
た
石
塚
と
六
里
は
な
れ
た
大
田
や
部
垂
に
開

設
さ
れ
た
。
城
下
町
周
辺
数
里
四
方
は
城
下
町
小
売
り
商
の
保
護
政
策
と
し
て
市
立
禁
止
地
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
城
下
町
建
設
当
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時
に
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
古
く
か
ら
の
定
期
市
を
城
下
町
に
移
動
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
市
立
禁
止
地
域
の
外
に
な
れ
ば
、
定
期
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市
は
二
・
三
里
の
距
離
を
お
い
て
聞
か
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
城
下
町
周
辺
に
商
業
禁
止
地
域
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
水
戸
藩
領
に
お
い

て
は
、

「
御
城
下
分
五
里
四
方
見
セ
居
出
し
侯
儀
御
停
止
」
ハ
4
u

を
近
世
初
期
か
ら
布
達
し
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
市
立
禁
止
地
域
そ
の
も
の
は
城
下
町
小
売
り
商
圏
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
買
物
交
通
距
離
と
し
て
一
日
の
往
復
十
里
は
大

き
す
、
ぎ
る
。
城
下
町
と
周
辺
の
市
場
町
と
の
距
離
が
数
里
あ
ら
ば
、
両
者
の
商
圏
の
分
割
点
は
そ
の
中
間
に
あ
る
こ
と
は
当
然
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
水
戸
城
下
町
の
町
人
数
百
人
が
享
保
十
一
年
に
城
下
町
商
業
を
衰
微
さ
せ
る
競
争
者
と
し
て
城
下
町
周
辺
三
1

四
里
四

方
の
四
一
ケ
村
・
一
九
五
人
の
農
間
商
を
列
挙
し
て
そ
の
営
業
停
止
を
訴
え
た
。
こ
れ
は
城
下
町
の
小
売
り
商
圏
と
し
て
城
下
町
商
人
が

意
識
し
て
い
た
範
囲
で
あ
ろ
う
。
城
下
町
を
中
心
と
し
て
三
里
四
方
が
そ
の
小
売
り
商
圏
と
し
て
適
当
な
ら
ば
(
5
〉、

水
戸
城
下
町
の
小

売
り
商
圏
は
現
市
域
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
旧
五
十
四
ケ
村
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
川
越
城
下
町
の
小
売
商
圏
は
そ
れ
と
同
じ
よ

う
に
み
れ
ば
、
川
越
領
五
万
石
の
大
部
分
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

玉
、
城
下
町
小
売
商
圏
の
構
造

城
下
町
の
小
売
商
圏
は
第
一
次
商
圏
と
第
二
次
商
圏
に
区
分
で
き
る
。
第
一
次
商
圏
は
城
下
町
そ
の
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
は
家
臣
団

と
商
工
業
者
で
あ
る
。
地
域
は
小
さ
い
が
、
人
口
密
度
は
高
く
、
購
買
力
が
大
き
い
。
第
二
次
商
圏
は
市
立
禁
止
地
域
の
大
部
分
を
し
め

る
城
下
町
の
周
辺
村
落
で
あ
る
。
周
辺
村
落
の
農
民
が
消
費
者
で
あ
り
、
農
家
生
活
は
自
給
物
資
が
多
い
の
で
購
買
力
は
低
い
が
、
農
民

余
剰
と
し
て
都
市
の
生
活
物
資
の
販
売
者
で
も
あ
る
。
城
下
町
の
特
権
商
人
に
与
え
ら
れ
た
特
定
商
品
の
専
売
地
域
は
第
一
次
商
圏
の
城

下
町
と
第
二
次
商
圏
の
う
ち
城
下
町
に
近
接
し
た
一
部
の
村
落
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
城
下
町
小
売
り
商
圏
を
第
一
次
商
圏
・
第
二
次
商

圏
・
第
三
次
商
圏
と
区
分
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
第
一
次
商
圏
は
城
下
町
、
第
二
次
商
圏
は
城
下
町
の
近
接
村
落
で
あ
り
、

か
つ
特
権
商



人
の
諾
品
専
売
地
域
で
あ
る
。
そ
の
外
側
の
城
下
町
周
辺
村
落
が
第
三
次
商
圏
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
般
に
第
一
次
商
圏
と
第
二
次
商
圏
と

は
行
政
的
に
も
境
界
が
あ
る
。
第
一
次
商
圏
の
城
下
町
は
町
方
奉
行
が
管
理
し
、
第
二
次
商
圏
の
周
辺
村
落
は
郡
方
奉
行
が
管
理
す
る
。

第
一
次
商
圏
と
第
二
次
商
圏
と
の
境
界
に
は
、
主
要
出
入
り
口
で
あ
る
道
路
に
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
、
出
入
す
る
物
資
と
人
間
は
監
視
さ

れ
た
。
近
世
後
半
に
お
い
て
第
二
次
商
圏
内
に
も
商
業
渡
世
が
現
わ
れ
る
が
、
そ
の
貢
租
は
城
下
町
の
商
業
渡
世
よ
り
低
く
か
っ
た
。

商
圏
人
口
の
増
減
は
購
買
力
の
増
減
に
関
係
し
、
城
下
町
小
売
商
業
の
盛
衰
を
支
配
す
る
。
商
圏
人
口
は
近
世
初
期
か
ら
中
期
ま
で
増

加
し
、
中
期
か
ら
減
少
し
た
。
水
戸
城
下
町
小
売
り
商
圏
の
人
口
増
減
を
水
戸
市
史
か
ら
作
成
し
よ
う
。
第
一
次
商
圏
人
口
は
武
家
方
人

城下町小売商業の盛衰一水戸・川越の場合

ロ
が
寛
文
図
と
元
藤
図
か
ら
六

O
O戸
と
八
三
三
戸
が
あ
り
、
寛
政
九
年
文
書
に
八
七
九
戸
と
あ
り
、
家
族
・
奉
公
人
を
加
え
て
約
二
万

人
で
あ
っ
た
。
町
方
人
口
は
延
宝
八
年
に
三
二
七
六
世
帯
、
元
禄
十
五
年
に
三
六
回
一
世
帯
・
一
万
二
九
六
二
人
と
最
高
に
達
し
、
そ
の

後
は
減
少
し
、
明
和
以
後
は
七
千
人
代
と
な
り
、
天
保
四
年
に
二
五

O
O世
帯
・
八
千
九
百
人
(
無
戸
籍
千
九
百
人
を
含
む
)
と
な
る
。

元
藤
期
に
く
ら
べ
て
四
六
話
の
減
少
で
あ
っ
た
。
第
二
次
商
圏
の
村
方
人
口
の
増
減
傾
向
も
同
じ
で
あ
る
。
藩
領
会
人
口
数
は
享
保
十
一

年
に
コ
二
万
八
千
人
と
な
っ
て
最
高
で
あ
り
、
文
政
十
一
年
に
二
二
万
七
千
人
に
減
じ
、
約
三

O
Mの
減
と
な
っ
た
。
第
二
次
商
圏
を
城

下
町
周
辺
の
三
里
四
方
の
五
四
ケ
村
と
す
れ
ば
、
石
高
三
・
七
万
石
、
戸
数
三
八
七

O
戸
、
推
定
人
口
、
が
元
職
期
に
約
二
・
一
二
万
人
で
あ

っ
た
。
文
政
期
に
は
約
三

O
Mを
減
少
し
て
約
一
・
六
万
人
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
越
城
下
町
小
売
り
商
圏
人
口
に
つ
い
て
の
資
料

は
す
く
な
い
。
第
一
次
商
圏
人
口
と
し
て
、
川
越
年
代
記
に
あ
る
元
職
十
年
の
町
分
十
ケ
村
が
二
七
九
戸
・
二
八
二
四
人
、
武
家
方
が
四

二
O
戸
が
も
っ
と
も
古
い
。
明
治
九
年
の
武
家
方
人
口
は
三
八
五
四
人
、
町
分
は
八
四
二
戸
・
四
六

O
六
人
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
元
職
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ー
慶
応
問
に
漸
増
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
近
世
中
期
の
城
下
町
衰
微
の
古
文
書
か
ら
想
像
で
き
る
。
郷
分
地
は
元
椋
十
年
に
川
越

年
代
記
に
記
載
さ
れ
た
六
六
七
戸
・
三
二
一
一
一
人
と
い
う
資
料
が
あ
り
、
三
芳
野
名
勝
図
会
(
享
和
元
年
著
)
に
は
川
越
領
五
万
石
が
一
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四
八
ケ
村
八
七

O
O戸、

四
万
九
千
人
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
城
下
町
の
町
方
と
郷
分
地
の
人
口
・
戸
数
が
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
差
引
い
た
戸
口
が
第
二
次
商
圏
人
口
と
な
ろ
う
。

商
圏
人
口
の
購
買
力
の
増
減
は
、

一
方
で
は
農
民
余
剰
や
武
家
方
の
俸
禄
か
ら
の
生
活
費
支
出
額
や
町
方
人
口
の
生
活
費
な
ど
の
増
減

が
あ
り
、
他
方
で
は
城
下
町
の
物
価
の
趨
勢
が
関
係
す
る
。
農
民
余
剰
が
多
け
れ
ば
購
買
力
が
高
ま
る
。
農
民
余
剰
の
大
小
は
土
地
生
産

力
と
年
貢
の
免
の
高
低
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
水
戸
・
川
越
の
第
二
次
商
圏
で
あ
る
農
村
は
近
世
前
半
に
土
地
生
産
力
が
上
昇
し
た
。

こ
れ
は
人
口
増
加
・
新
田
開
発
な
ど
か
ら
想
像
で
き
る
。
近
世
後
半
は
土
地
生
産
力
が
北
関
東
で
は
低
下
し
た
が
、
南
関
東
で
は
上
昇
を

つ
づ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
年
貢
の
免
は
川
越
藩
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
水
戸
藩
は
明
暦
|
天
和
聞
の
一
九
五
五
|
八
三
年
の

二
八
年
聞
は
五
ッ
の
高
免
で
あ
り
、
貞
享

1
E徳
聞
の
一
六
八
四
|
一
七
一
五
年
の
コ
二
年
間
は
四
ッ
に
下
り
、
享
保
以
降
は
五
ッ
に
上
昇

し
た
(
6
)
。
天
和
期
ま
で
は
高
免
で
も
土
地
生
産
力
が
高
か
っ
た
の
で
農
民
余
剰
は
多
か
っ
た
し
、

土
地
生
産
力
が
低
下
し
は
じ
め
た
貞
享

ー
正
徳
期
は
低
免
に
な
っ
た
の
で
な
お
農
民
余
剰
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
享
保
以
降
は
高
免
に
な
り
、
土
地
生
産
力
が
低
く
な
っ
た
の
で

農
民
余
剰
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
正
徳
期
ま
で
は
第
二
次
商
圏
の
購
買
力
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
武
家
方
は
藩
の
財
政
の
困
難

や
藩
士
の
生
活
困
難
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
元
藤
以
降
で
あ
り
、
そ
の
購
買
力
が
低
下
し
た
。
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
小
売
り
販
売
額
が
低
下

し
、
職
人
に
し
ご
と
が
少
く
な
り
、
町
方
の
購
売
力
も
低
下
し
た
。
武
家
方
・
町
方
・
村
方
の
全
体
の
購
買
力
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
た
も

の
は
物
価
の
騰
貴
で
あ
っ
た
。
米
価
を
一
例
に
と
れ
ば
、
寛
文
元
年
二
六
六
一
)
に
金
十
両
に
つ
き
籾
七
八
俵
で
あ
っ
た
が
、
元
職
八

年
(
一
六
九
五
)
に
三
九
俵
と
な
り
、
享
保
元
年
(
一
七
一
六
)

か
ら
二

O
俵
以
下
に
な
っ
た
ハ
7
Y

物
価
騰
貴
は
幕
藩
の
経
済
政
策
に

も
一
因
が
あ
止
り
、
ま
た
水
戸
、
川
越
城
下
町
の
問
屋
商
業
が
江
戸
間
屋
商
業
に
従
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
一
因
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
元
職
|
享
保
期
ま
で
商
圏
内
の
購
買
力
が
増
加
し
た
の
で
、
城
下
町
小
売
商
業
は
発
達
し
た
。
さ
ら
に
商
業
禁
止
地
域
で



あ
る
第
二
次
商
圏
の
村
落
に
城
下
町
か
ら
棒
手
振
り
行
商
が
多
く
な
り
、
村
落
に
農
間
商
が
増
加
し
た
。
こ
と
に
城
下
町
商
庖
街
に
接
続

す
る
郷
分
商
業
地
の
町
並
が
形
成
さ
れ
た
。
商
圏
内
の
購
買
力
が
減
少
し
は
じ
め
る
と
、
城
下
町
商
業
は
郷
分
地
商
業
や
村
落
の
農
間
商

と
対
立
、
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
、
郷
分
地
商
業
の
発
達

城
下
町
小
売
商
業
の
発
達
に
お
い
て
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
郷
分
地
商
業
の
成
立
で
あ
る
。
城
下
町
は
町
分
と
い
い
、
村
落
を
村
分
と

城下町小売商業の盛衰ー水戸・川越の場合

い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
郷
分
と
称
し
て
、
町
分
と
村
分
の
接
続
地
帯
が
発
生
し
た
。
郷
分
と
は
城
下
町
の
町
人
町
に
接
続
し
て
い
る
城

下
町
の
外
に
あ
る
商
庖
街
で
あ
り
、
城
下
町
に
出
入
す
る
主
要
街
道
に
沿
っ
て
城
下
町
の
木
戸
口
か
ら
町
並
が
延
長
し
て
い
た
。
川
越
城

下
町
で
は
、
城
下
町
小
売
り
商
業
が
発
達
し
つ
つ
あ
る
慶
安
期
に
十
ケ
町
・
四
門
前
町
と
と
も
に
郷
分
町
と
し
て
、
下
松
郷
・
久
保
町
・

猪
鼻
町
・
六
軒
町
・
杉
原
境
町
・
石
原
宿
な
ど
が
町
割
さ
れ
た
官
)
。

水
戸
城
下
町
に
お
い
て
も
、

享
保
十
一
年
城
下
町
訟
状
に
お
い
て

五
ケ
所
の
郷
分
地
商
業
の
発
達
を
の
べ
て
そ
の
営
業
禁
止
を
訴
え
て
い
る
。
水
戸
市
史
・
中
巻
に
訴
状
原
文
を
現
代
文
に
直
し
て
い
る
も

の
を
引
用
す
る
す
〉
。

一
、
馬
ロ
労
町
木
戸
際
か
ら
中
河
内
船
渡
し
街
道
入
口
へ
二
町
ほ
ど
、
こ
の
所
は
十
ヶ
年
以
前
の
貞
享
四
年
ま
で
人
家
が
一
・
二
軒
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
家
数
が
五
十
軒
ほ
ど
城
下
町
並
の
よ
う
に
な
っ
た
。

二
、
中
河
谷
街
道
境
か
ら
袴
塚
境
ま
で
二
町
半
ほ
ど
、
こ
の
所
は
五
十
三
年
前
、
延
宝
元
年
こ
ろ
ま
で
は
人
家
が
な
か
っ
た
が
、
現
在
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は
五
十
三
軒
ほ
ど
城
下
町
並
の
よ
う
に
つ
づ
い
て
い
る
。

一
ニ
、
谷
中
境
か
ら
袴
塚
宿
は
ず
れ
ま
で
七
町
半
ほ
ど
、
こ
の
所
は
延
宝
三
年
こ
ろ
ま
で
人
家
は
な
か
っ
た
が
、

四
十
年
前
に
七
・
入
軒
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で
き
、
現
在
は
七
十
三
軒
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
上
町
の
商
庖
街
の
延
長
の
郷
分
地
商
庄
で
あ
る
が
、
下
町
の
郷
分
地
の
発
展
は
さ
ら
に
早
く
、
同
心
町
に
家
数
が
六
十
二
軒
、

新
船
渡
に
一
四
四
軒
と
鉄
鈎
場
に
十
八
軒
な
ど
が
陸
前
浜
街
道
の
入
り
口
と
出
口
に
郷
分
地
商
業
が
成
立
し
た
。
こ
の
五
ケ
所
で
郷
分
地

商
屈
は
四
二
六
軒
と
な
っ
て
い
た
。

郷
分
地
商
居
街
は
多
種
多
様
な
業
種
の
商
庄
が
町
並
を
な
し
、

日
用
品
・
小
間
物
・
農
産
物
加
工
品
か
ら
穀
物
・
酒
類
・
太
物
・
古
着

な
ど
を
販
売
し
た
り
、
農
民
生
産
物
を
買
上
げ
た
り
し
た
。
郷
分
地
の
商
人
は
農
民
か
ら
出
身
し
た
者
、
棒
手
振
り
が
居
を
聞
い
た
り
、

城
下
町
小
売
商
人
が
移
転
し
て
き
た
者
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
穀
物
の
仲
買
人
や
旅
館
業
者
も
あ
っ
た
。
郷
分
地
の
商
業
者
は
城

下
町
商
人
よ
り
貢
租
は
軽
か
っ
た
。
前
者
は
商
居
屋
敷
地
に
畑
年
貢
を
納
め
た
が
、
後
者
は
伝
馬
役
・
夫
銭
な
ど
を
上
納
し
た
。
地
価
は

城
下
町
家
よ
り
商
業
利
益
が
多
い
郷
分
地
が
高
か
っ
た
。
郷
分
地
商
業
は
第
二
次
商
圏
の
農
民
が
城
下
町
商
庖
街
に
買
物
に
行
く
途
中
で

農
民
の
購
買
力
を
吸
引
し
、
農
民
が
城
下
町
商
人
に
売
り
こ
む
前
に
そ
の
農
産
物
を
買
い
と
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
消
費
者
行
動
に
対
し
て
中

断
ず
る
地
点
に
立
地
し
た
の
が
郷
分
地
商
業
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
郷
分
地
商
業
が
発
達
す
る
こ
と
は
、
城
下
町
卸
売
商
業
に
は
新
し

い
卸
売
先
が
発
生
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
城
下
町
小
売
り
商
業
に
と
っ
て
は
第
二
次
商
圏
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
城
下
町
小
売
商
業
と

郷
分
地
商
業
は
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

郷
分
地
商
居
街
は
城
下
町
商
居
街
の
延
長
で
あ
る
。
商
圏
内
の
消
費
者
に
日
常
生
活
物
資
を
供
給
し
、
藩
領
の
特
産
物
を
集
荷
す
る
た

め
に
、
城
下
町
商
業
規
模
を
予
測
し
て
、
城
下
町
の
商
居
街
を
考
え
て
城
下
町
計
画
を
行
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
購
買
力
の
増
加

が
予
測
を
上
廻
り
、
城
下
町
商
庖
街
を
延
長
し
た
郷
分
地
商
庖
街
が
発
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
購
買
力
の
増
加
は
商
業
禁
止
地
域

の
村
落
に
も
棒
手
振
り
商
人
や
農
問
商
の
供
給
を
必
要
と
し
た
。
城
下
町
建
設
者
の
予
測
し
た
購
買
力
と
計
画
し
た
商
業
規
模
を
は
る
か



に
超
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
も
藩
は
城
下
町
の
境
界
を
拡
大
し
て
郷
分
地
商
居
衛
を
城
下
町
商
庖
街
に
編
入
し
て
、
行
政
上
、
貢
租

負
担
上
か
ら
両
者
を
平
等
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
初
期
の
城
下
町
の
境
界
を
固
定
化
し
、
わ
ず
か
に
接
続
商
居
街
を
村
分
か
ら
き

り
は
な
し
て
郷
分
と
認
め
た
だ
け
で
、
行
政
上
も
貢
租
負
担
も
村
分
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
行
政
上
か
ら
城
下
町
の
拡
大
に
適
応
せ
ず
、
城

下
町
商
居
街
の
衰
微
の
一
因
を
な
し
た
。

七
、
城
下
町
商
業
の
衰
微

城下町小売商業の盛表ー水戸・川越の場合

城
下
町
商
業
は
元
禄
期
に
最
高
に
な
り
、
そ
の
後
は
衰
微
し
た
。
水
戸
城
下
町
商
業
は
い
か
に
衰
微
し
た
か
は
、
文
政
七
年
下
町
の
町

年
寄
が
町
奉
行
に
提
出
し
た
「
御
府
内
衰
微
御
尋
ね
に
付
下
御
町
専
一
相
衰
侯
次
第
書
自
己

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
大
意
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
下
町
四
十
ケ
町
の
う
ち
、
問
屋
・
大
商
居
が
多
い
四
ケ
町
は
荒
廃
し
て
い
な
い
が
、
小
商
居
が
多
か
っ
た
七
ケ
町
は
荒
廃
し
、
奉

公
人
・
職
人
・
日
一
履
の
居
住
地
区
の
二
十
七
ケ
町
は
荒
廃
し
た
。

二
、
町
方
人
口
は
激
減
し
、
最
盛
時
に
は
一
万
三
千
人
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
五
千
人
に
す
ぎ
な
い
。
商
家
の
絶
家
、
商
工
業
者
の
他

国
へ
出
稼
ぎ
、
奉
公
人
の
減
少
が
主
因
で
あ
る
。

三
、
商
業
取
引
高
は
享
保
期
く
ら
べ
て
文
政
期
は
二
十
分
の
一
と
な
っ
た
。
享
保
期
に
造
酒
屋
が
三
十
軒
、
酒
造
高
は
一
万
石
で
あ
っ

た
が
、
文
政
期
に
は
四
軒
・
一
二
百
石
に
な
っ
た
。
享
保
期
に
下
り
塩
を
年
間
四
万
俵
を
取
引
し
た
が
、
文
政
期
に
は
一
万
五
千
俵
と
な
り
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地
元
の
鹿
島
塩
は
五
万
俵
も
取
引
し
た
が
、
現
在
は
取
引
が
な
い
。
享
保
期
に
肴
問
震
が
八
軒
、
江
戸
へ
一
日
百
二
十
駄
を
送
り
だ
し
た

が
、
文
政
期
に
は
三
軒
で
江
戸
送
り
は
な
い
。
宿
場
町
と
し
て
輸
送
用
の
馬
は
百
匹
も
あ
っ
た
が
、
文
政
期
に
は
五
六
匹
で
あ
る
。
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四
、
台
町
・
本
八
・
九
丁
目
か
ら
町
は
ず
れ
ま
で
の
町
家
は
貸
家
に
し
た
く
て
も
借
主
が
い
な
い
。
下
町
の
目
貫
通
り
の
商
家
が
土
蔵

を
売
ろ
う
と
し
て
も
買
手
が
な
く
て
崩
れ
か
け
て
い
る
。
表
通
り
の
町
家
が
'
無
く
な
っ
た
跡
は
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
繁
華

街
の
本
一
丁
目
か
ら
本
四
丁
目
ま
で
の
街
路
に
通
行
人
が
な
い
日
も
あ
る
。

水
戸
城
下
町
商
業
の
衰
退
は
享
保
期
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
享
保
十
一
年
町
年
寄
と
商
人
数
百
人
の
連
名
で
営
業
困
難
を
町
奉
行
に

訴
え
、
そ
の
後
し
ば
し
ば
窮
状
と
対
策
を
訴
え
て
い
た
。

近
世
中
期
に
城
下
町
商
業
が
衰
微
し
た
の
は
北
関
東
の
水
戸
だ
け
で
は
な
く
、
南
関
東
の
川
越
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
寛
政
四
年
に
川

越
の
町
惣
代
・
町
名
主
連
名
の
下
に
藩
に
城
下
町
商
業
の
衰
微
に
つ
い
て
訴
え
た
。

前
略
市
立
場
狼
ニ
罷
成
候
ニ
付
南
町
之
外
四
ケ
町

-
一
罷
成
候
而
段
三
友
徴
罷
成
所
々
に
明
地
面
出
来
分

自
然
と
商
見
世
の
引
ケ
侯
:
:
:
年
来
住
来
屋
数
ニ
相
離
レ
次
第
に
外
々
に
引
移
申
侯
様

御
役
数
勤
埋
俣
か
ね
猶
々
以
難
儀
至
極
仕
侯
者
も
御
座
侯
後
略
立
〉

川
越
城
下
町
の
九
斉
市
が
上
五
ケ
町
に
開
設
さ
れ
て
き
た
が
、
市
立
が
乱
れ
た
こ
と
、
城
下
町
商
庖
街
か
ら
郷
分
地
に
移
転
す
る
商
人

が
増
し
た
こ
と
、
町
並
の
空
地
に
な
っ
た
分
の
伝
馬
役
は
負
担
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
な
訴
状
は
享
保
十
六
年
と
宝

暦
五
年
に
も
く
り
か
え
し
て
提
出
さ
れ
た
。

水
戸
と
川
越
の
城
下
町
商
届
街
の
衰
退
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
理
由
も
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
な
理
由
も
あ
る
。
む
し
ろ
後
者
が
衰
退
の

主
因
で
あ
ろ
う
。
水
戸
を
例
に
と
れ
ば
、
城
下
町
中
心
の
藩
領
流
通
機
構
の
変
化
に
お
け
る
問
屋
商
業
の
地
位
の
転
落
で
あ
る
。

前
略
諸
品
仕
入
方
江
戸
表
分
計
来
候
所
中
に
者
調
達
金
を
以
長
崎
辺
迄
仕
入
:
:
:
宝
永
比
二
至
侯
市
者
相
応
の
商
人
共
京
大
阪
江
出
庖

:
:
・
御
城
下
に
積
下
売
払
侯
故
格
別
値
段
下
値
之
上
:
:
・
猶
更
奥
州
筋
商
人
御
城
下
回
一
而
仕
入
仕
リ
御
国
産
者
猶
更
奥
州
分
上
方
に
為
指
送
侯

水
戸
城
下
町
は
問
屋
の
仕
入
先
は
江
戸
・
長
崎
・
京
都
・
大
阪
で
あ
っ
た
の
で
城
下
町
の
物
価
は
江
戸
値
段
で
安
か
っ
た
。
水
戸
問
屋



は
奥
州
へ
中
継
商
業
も
し
た
。
国
産
品
の
販
売
先
も
奥
州
・
江
戸
・
上
方
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
東
廻
り
海
運
が
那
珂
湊
に
寄
港

せ
ず
、
江
戸
に
直
通
し
て
奥
州
問
屋
商
人
は
水
戸
に
来
な
く
な
り
、
他
方
に
は
江
戸
問
屋
の
勢
力
が
関
東
一
円
に
の
ば
し
て
き
で
、
水
戸

城
下
町
問
屋
の
卸
売
商
圏
を
奪
っ
た
。
水
戸
問
屋
の
仕
入
先
は
江
戸
だ
け
に
な
り
、
販
売
先
は
城
下
町
小
売
商
と
郷
分
地
と
周
辺
村
落
の

小
売
商
と
な
り
、
し
か
も
卸
値
は
高
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
通
機
構
の
構
造
変
化
は
南
関
東
の
川
越
城
下
町
に
お
い
て
現
わ
れ
た
。

城
下
町
小
売
商
業
の
衰
微
は
、
商
圏
内
の
消
費
者
の
購
買
力
の
低
下
、
問
屋
か
ら
仕
入
値
が
高
く
な
っ
た
こ
と
、
郷
分
地
商
業
と
村
落

の
農
問
商
に
よ
っ
て
第
二
次
商
圏
が
奪
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
城
下
町
商
人
は
郷
分
地
商
業
と
村
落
の
農
間
商
の
営
業
停
止
を
藩
に
訴

城下町小売商業の盛表一水戸・川越の場合

え
た
。
藩
も
い
く
た
び
か
こ
の
規
制
を
し
た
が
効
果
は
な
か
っ
た
。
そ
の
規
制
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
、
宝
永
二
年
の
城
下
町
商
人
の
訴
状
に
よ
り
、
翌
年
に
町
続
き
郷
分
地
十
町
四
方
の
諾
商
売
停
止
の
禁
止
を
だ
し
、
同
六
年
に
緩
和

し
た
。二

、
享
保
十
一
年
城
下
町
商
人
は
城
下
町
か
ら
三
・
四
里
の
村
落
に
四
一
ケ
村
・
一
九
五
人
の
商
屈
を
あ
げ
て
、
そ
の
営
業
停
止
を
訴

ぇ
、
落
は
同
十
四
年
に
禁
止
し
た
。

三
、
宝
暦
年
中
に
町
続
き
郷
分
地
十
町
四
方
の
売
買
で
き
る
商
品
を
指
定
し
、
そ
の
他
を
禁
止
し
た
。

四
、
文
政
四
年
と
同
七
年
の
城
下
町
商
人
の
訴
え
に
よ
り
、
藩
は
城
下
町
続
き
十
町
四
方
の
郷
分
地
の
商
業
を
制
限
し
た
。
こ
の
と
き

の
村
役
人
の
調
査
で
は
郷
分
地
の
村
落
入
ケ
村
だ
け
で
も
制
限
を
う
け
る
商
庖
は
一
二
六
も
あ
っ
た
。

五
、
天
保
十
三
年
に
藩
は
町
続
き
郷
分
地
二
里
四
方
の
商
業
を
制
限
し
た
が
、
郡
奉
行
の
反
対
で
撤
回
し
た
、
郡
奉
行
は
城
下
町
商
人
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の
数
百
人
の
歓
心
を
得
て
も
領
内
二
十
万
人
の
難
儀
を
招
く
と
述
べ
た
。
も
は
や
領
国
流
通
圏
は
崩
壊
し
、
新
し
い
商
業
機
構
と
流
通
過

程
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
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日
)

(ロ)
中
島
義
一
著
・
市
場
集
落
・
古
今
書
院
・
伊
藤
好
一
著
・
江
戸
地
廻
り
経
済
の
展
開
・
柏
書
一
房

木
一
戸
田
四
郎
・
共
同
体
崩
壊
要
因
と
し
て
の
商
品
流
通
・
共
同
体
の
史
的
考
察
・
日
本
評
論
社
・
二
八
六
頁

前
掲
・
中
島
義
一
著
・
二
六
貰

前
掲
・
木
戸
田
四
郎
論
文
・
二
六
三
頁

豊
田
武
・
日
本
の
封
建
都
市
・
岩
波
書
一
房
・
二
二
四
頁

水
戸
史
・
中
巻
・
一
三
七
頁

水
戸
市
・
中
巻
・
一
五
頁

岡
村
一
郎
著
・
川
越
の
城
下
町
川
越
地
方
史
研
究
会
・
四
三
頁

水
戸
史
・
中
巻
・
一

O
五
頁

松
葱
文
庫
茨
城
県
立
図
書
館
蔵

市
立
願
・
寛
政
四
年
・
川
越
市
立
図
書
館
蔵

御
府
内
衰
微
御
尋
-
一
付
下
御
町
専
一
栢
表
候
次
第
書
・
文
政
七
年

松
葉
文
庫
・
茨
城
県
立
図
書
館
蔵




